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町民の生命と財産を守ります

無想災・無災害を誓う ！ �鞠：：轟音輩 
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、　　　望遠　網棚 　　　　‾申瑠螺萎 

観二竪遼寧三世里里長　　　　　　　－＿ 
l∠　　＿ 

揚内大立野平津　山
川　村　国　元元　田　曲　日

暮昭早隆和孝鉄正
海夫　人正徳治男　広

孝年清
志幸隆

清　　良忠和文
隆　　和　夫幸男
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★
日
本
消
肪
協
会
長
表
彰

○
功
績
軍

団
長
　
　
　
　
　
　
鶴
　
　
幸
男

★
鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

○
功
績
章

小
山
田
分
団
副
分
団
長三

宅
　
利
秋

○
精
韻
事

／
／
／

援
軍

辺
川
分
団
団
員

中
央
分
団
団
員

者

大
宮
路
和
也

西
　
　
正
一

錦
江
分
団
班
長

錦
江
分
団
班
長

錦
江
分
団
班
長

中
央
分
団
班
長

中
央
分
団
班
長

辺
川
分
団
斑
長

西
別
府
分
団
班
長

錦
江
分
団
団
員

○
勤
続
章
（
二
十
年
）

小
山
田
分
団
副
分
団
長三

宅
　
利
秋

★
県
知
事
表
彰

○
勤
続
章
（
四
十
年
）

加
治
木
町
消
防
出
初
式

新
春
恒
例
の
加
治
木
町
消
防
出
初

式
が
一
月
五
日
、
役
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

加
治
木
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
を
先

頭
に
、
町
内
六
分
団
の
消
防
団
貝
、

高
井
田
保
育
園
・
川
野
保
育
所
の
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
な
ど
二
百
人

余
り
と
消
防
車
両
が
無
火
災
と
無
災

害
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
町
内
を

堂
々
と
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
消
防
ポ
ン
プ
操
法
や

放
水
演
習
が
行
な
わ
れ
、
新
春
の
青

空
に
向
か
っ
て
美
し
い
水
の
ア
ー
チ

が
大
き
な
弧
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

団
長

○
勤
続
章
（
十
年
）

中
央
分
団
団
員

西
別
府
分
団
団
員

★
町
長
表
彰

○
無
火
災
表
彰

（
出
初
式
か
ら
一
年
間
以
上
）

中
野
分
団
　
（
連
続
十
七
年
間
）

小
山
田
分
団
（
連
続
三
年
間
）

錦
江
分
団
　
（
連
続
一
年
間
）

○
感
謝
状
（
退
団
者
十
五
年
以
上
）

元
町
消
防
団
団
長
　
大
宮
路
五
男

元
西
別
府
分
団
分
団
長今

吉

　

亨

元
中
央
分
団
部
長
　
松
尾
　
実

元
中
央
分
団
班
長
　
寺
師
　
事
一

元
中
央
分
団
班
長
　
田
ノ
上
　
優

初
期
消
火
協
力
者
　
宮
下
　
光
晴

初
期
消
火
協
力
者
　
牧
野
　
昌
昭

○
勤
続
章
（
四
十
年
）

団
長
　
　
　
　
　
　
鶴
　
　
幸
男

○
勤
続
章
（
三
十
年
）

中
央
分
団
分
団
長
　
芋
都
　
和
義

辺
川
分
団
分
団
長
　
岩
元
　
道
男

ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

中
野
分
団
班
長

辺
川
分
団
班
長

辺
川
分
団
団
員

中
央
分
団
団
員

○
勤
続
章
（
十
年
）

西
別
府
分
団
団
員

古
川
　
年
幸

中
野
　
孝
志

大
宮
路
和
也

西
　
　
正
一

中
森
　
春
志

○
団
員
表
彰
（
五
年
以
上
）

★
姶
良
伊
佐
支
部
長
表
彰

○
勤
続
章
（
十
五
年
）

中
野
分
団
班
長

中
野
分
団
班
長

辺
川
分
団
班
長

○
勤
続
章
（
二
十
年
）

西
別
府
分
団
副
分
団
長上

村

西
別
府
分
団
班
長
　
樗
木

西
別
府
分
団
班
長
　
堂
森

小
山
田
分
団
班
長
　
犬
童

○
勤
続
章
（
十
五
年
）

中
野
分
団
班
長
　
　
緒
方

錦
江
分
団
団
員

錦
江
分
団
団
員

錦
江
分
団
団
員

錦
江
分
団
団
員

辺
川
分
団
団
員

辺
川
分
団
団
員

小
山
田
分
団
団
員

小
山
田
分
団
団
員

中
野
分
団
団
員

★
消
肪
団
長
表
彰

中
央
分
団
団
員

中
央
分
団
団
員

中
央
分
団
団
員

錦
江
分
団
団
員

錦
江
分
団
団
員

西
別
府
分
団
団
員

西
別
府
分
団
団
員

辺
川
分
団
団
員

小
山
田
分
団
団
員

小
山
田
分
団
団
員

横
山
　
和
則

下
小
牧
重
則

羽
生
　
義
治

紀
野
　
　
城

栗
元
美
智
也

中
野
　
繁
美

久
重
　
勝
文

地
久
里
政
己

鈴
木
　
敬
之

内
村
　
洋
一

中
原
　
久
輝

盛
田
　
隆
博

馬
込
　
賢
治

竹
ノ
内
隆
宏

片
ノ
坂
雄
治

榎
谷
　
良
幸

石
原
　
冬
記

坂
元
　
健
一

米
澤
　
　
優

★
消
肪
後
援
会
連
合
会
長
表
彰

○
感
謝
状
（
退
団
者
四
十
年
以
上
）

元
町
消
防
団
団
長
　
大
宮
路
五
男
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開通を祝いテープカットを行う関係者

韓
爛

加
治
木
町
成
人
式
が
一
月
九
日
、

加
音
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
色

鮮
や
か
な
着
物
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
者
た
ち
は
、

旧
友
た
ち
と
二
十
歳
の
再
会
を
喜
び

合
い
、
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
町
内
の
新
成
人
者
は
三
百

十
人
で
、
式
に
は
二
百
二
十
四
人
が

出
席
。
川
野
町
長
が
、
「
自
分
の
目

標
に
向
か
っ
て
積
極
的
に
邁
進
し
て

く
だ
さ
い
。
」
と
式
辞
。
新
成
人
を

代
表
し
て
山
崎
源
盛
さ
ん
が
、
「
周

り
の
こ
と
を
思
い
や
り
、
大
人
の
自

覚
と
責
任
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
」
と
二
十
歳
の

主
張
を
述
べ
ま
し
た
。

伊
集
院
蒲
生
溝
辺
線
開
通
式

竜
門
小
、
永
原
小
の
児
童
も
出
席

県
道
伊
集
院
蒲
生
溝
辺
線
の
山
田

工
区
の
工
事
が
完
了
し
、
一
月
十
七

日
、
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
田
工
区
は
、
姶
良
町
住
吉
か
ら

溝
辺
町
有
川
ま
で
を
結
ぶ
、
全
長
約

十
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
、

西
別
府
や
辺
川
の
山
間
を
貫
通
す
る

こ
の
道
路
に
は
、
大
谷
大
橋
や
鶴
原

大
橋
と
名
付
け
ら
れ
た
立
派
な
高
架

橋
が
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
通
式
に
は
：
水
原
小
学
校
や
竜

門
小
学
校
の
児
童
も
出
席
。
大
谷
大

橋
の
橋
名
板
字
体
募
集
で
入
賞
し
た

畠
中
一
平
く
ん
　
（
永
原
小
五
年
）
と

川
崎
裕
衣
（
竜
門
小
二
年
）
さ
ん
に
、

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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楽
し
い
体
験
が
い
っ
ぱ
い

轡
わ
く
抑
治
木
っ
子
ま
つ
り

龍
田
滝
温
泉
入
館
者

轡
か
け
さ
ま
で
二
百
万
人
を
突
職

能
門
滝
温
泉
の
入
館
者
が
、
昨
年
十
二
月

二
十
九
日
で
二
百
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

平
成
四
年
の
オ
ー
プ
ン
　
（
十
一
月
一
日
）
　
以

来
、
四
千
四
百
四
十
二
日
目
の
達
成
。

記
念
す
べ
き
二
百
万
人
目
の
入
館
者
と

な
っ
た
の
は
、
新
町
で
食
堂
を
経
営
す
る
常

盤
栄
さ
ん
で
、
川
野
町
長
か
ら
二
百
万
人
目

の
認
定
証
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
常

盤
さ
ん
は
、
月
曜
の
休
館
日
以
外
は
毎
日

通
っ
て
い
る
と
い
う
大
の
龍
門
滝
温
泉
フ
ァ

ン
。
「
龍
門
滝
温
泉
の
泉
質
は
自
分
に
よ
く

合
い
ま
す
ね
。
疲
れ
が
よ
く
取
れ
る
の
で
、

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
い
つ
も
夫
婦
で
利
用

し
て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
2
6
回
新
春
破
魔
投
げ
大
会

固
定
資
産
評
価
員
に

繊
漕
博
さ
ん
を
任
命

十
二
月
定
例
議
会
は
、
竪
山
大
支
前
固
定

資
産
評
価
貝
の
後
任
と
し
て
毛
上
の
加
治
屋

博
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
。
こ
れ
を

受
け
て
、
年
明
け
の
一
月
十
八
日
、
川
野
町

長
か
ら
加
治
屋
さ
ん
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま

した。固
定
資
産
評
価
貝
は
、
固
定
資
産
を
適
正

に
評
価
し
、
町
長
が
行
う
価
格
の
決
定
を
補

助
す
る
重
要
な
職
責
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【任期】平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら

の
正
月
遊
び
に
夢
中

青
少
年
育
成
活
動
の
あ
り
方
を
考
え
、
親

子
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
そ
う
と
一
月
二
十

三
日
、
わ
く
わ
く
加
治
木
っ
子
ま
つ
り
が
加

音
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
青
少
年
育
成
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
報
告
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
午
後

か
ら
は
体
験
活
動
を
楽
し
む
子
ど
も
ま
つ
り

が
行
わ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
親
子
連
れ
た
ち

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
、
お
菓
子
作
り
、
自
顕

流
、
陶
芸
、
ち
ぎ
り
絵
、
昔
遊
び
の
ビ
ー
玉

や
こ
ま
回
し
、
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
、
白
バ
イ

や
パ
ト
カ
ー
の
試
乗
な
ど
、
お
目
当
て
の

コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
親

子
の
触
れ
合
い
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

新
春
恒
例
の
破
魔
投
げ
大
会
が
一
月
十
六

日
、
役
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

破
魔
投
げ
は
、
一
チ
ー
ム
五
人
で
編
成
さ

れ
、
か
し
の
木
を
輪
切
り
に
し
た
直
径
六
セ

ン
チ
ほ
ど
の
「
ハ
マ
」
を
、
「
ポ
ッ
ト
」
と

呼
ば
れ
る
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
相
手
の
コ
ー
ト
に

打
ち
合
う
ゲ
ー
ム
で
、
自
陣
で
ハ
マ
が
止
ま

る
と
負
け
。

自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
六
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
足
腰
に
自
信
の
あ
る
元
青
年

た
ち
は
、
大
き
な
声
を
出
し
な
が
ら
転
が
る

ハ
マ
を
一
生
懸
命
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
競
技
中
に
雨
が
降
り
出
し

た
た
め
、
大
会
は
途
中
で
中
止
と
な
り
ま
し

た。
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読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

幣
作
。
だ
こ
天
高
く

椋
鳩
十
文
学
記
念
館
賞
贈
呈
式
が
一
月
二

十
二
日
、
加
音
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
全
国
二
十
六
都
府
県

の
小
・
中
学
校
か
ら
七
百
二
十
七
点
の
応
募

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
百
一
点
が
入
賞
作
品

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
入
賞
者
を
代
表
し
て
、
椋
鳩
十

生
誕
百
年
記
念
大
賞
と
な
る
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
、
大
木
淳
生
く
ん
と
藤
井
絢
子
さ
ん

に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

椋
鳩
十
文
学
諦
念
館
賞
贈
呈
式

贈
呈
式
終
了
後
に
は
、
椋
鳩
十
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
た
か
し
よ
い
ち
氏
の
記
念
講

演
、
白
鳥
バ
レ
エ
団
に
よ
る
バ
レ
エ
「
マ
ヤ

の
一
生
」
の
上
演
も
あ
り
、
出
席
者
た
ち
は

改
め
て
椋
鳩
十
文
学
へ
の
親
し
み
を
感
じ
て

い
た
様
子
で
し
た
。

【入賞者】

▼
最
優
秀
賞

大
木
淳
生
　
（
愛
知
県
新
川
小
学
校
六
年
）

藤
井
絢
子
（
山
口
県
大
島
中
学
校
一
年
）

【
加
治
木
町
内
の
入
賞
者
】

▼
特
　
選

城
由
岐
乃
（
永
原
小
一
年
）
　
瀬
戸
口
亮

眞
（
加
治
木
小
一
年
）
　
藤
田
愛
理
（
錦

江
小
三
年
）
　
森
永
崇
史
（
竜
門
小
四

年
）
　
坂
元
友
紀
子
（
加
治
木
中
二
年
）

▼
入
　
選

池
澤
亮
（
錦
江
小
一
年
）
　
川
崎
裕
衣

（
竜
門
小
二
年
）
　
稲
官
吏
弥
（
永
原
小

二
年
）
　
中
村
綾
香
（
錦
江
小
三
年
）

川
畑
ふ
み
（
柁
城
小
四
年
）
　
尾
前
敬
太

（
錦
江
小
四
年
）
　
界
亘
紀
（
加
治
木
小

五
年
）
　
永
元
健
太
（
加
治
木
中
一
年
）

榎
園
洋
幸
（
加
治
木
中
二
年
）
　
緒
俣

舞
香
（
加
治
木
中
三
年
）

▼
学
校
賞

錦
江
小
学
校
　
加
治
木
中
学
校

▼
学
校
奨
励
賞

竜
門
小
学
校
　
永
原
小
学
校

ヽ

須
崎
自
治
会
た
こ
揚
げ
大
会

第
一
、
二
、
三
の
土
曜
日
、
須
崎
公
民
館
で

実
施
。
製
作
に
当
た
っ
て
は
礼
儀
を
重
ん
じ
、

協
調
性
や
積
極
性
の
育
成
が
念
頭
に
お
か
れ

て
い
ま
す
。

た
こ
揚
げ
大
会
等
の
行
事
は
、
子
ど
も
に

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
た
く
ま
し
い
人

間
に
育
て
る
こ
と
、
故
郷
の
思
い
出
と
し
て

心
に
残
す
こ
と
を
目
標
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
地
域
の
方
は
、
異
世
代
間
交
流
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
須
崎
自
治
会
で
は
、
老
人
会

員
に
よ
る
竹
へ
ご
作
り
の
実
技
指
導
、
青
壮

年
会
員
に
よ
る
た
た
み
八
畳
も
あ
る
ビ
ニ
ー

ル
製
の
大
だ
こ
揚
げ
、
竹
と
ん
ぼ
飛
ば
し
な

ど
の
ほ
か
、
二
十
三
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
十

五
夜
行
事
や
鬼
火
焚
き
祭
も
行
っ
て
い
ま
す
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
元
日
、
第
三
回
須
崎
自

治
会
た
こ
揚
げ
大
会
が
自
治
会
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
春
の
風
に
乗
り
、
高
く
揚
が
り
す
ぎ
て

糸
が
足
り
な
く
な
っ
て
飛
ば
さ
れ
た
り
、
絡

み
合
っ
た
り
す
る
た
こ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
会
、
青
壮
年
会
、
老
人
会
、
自
治
会

役
員
な
ど
、
六
十
四
人
の
参
加
者
た
ち
は
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
た
こ
の
絵

柄
、
飛
び
具
合
、
揚
が
っ
た
高
さ
な
ど
で
審

査
し
た
結
果
、
小
学
校
低
学
年
の
部
で
中
村

和
嗣
く
ん
が
、
高
学
年
の
部
で
宮
路
啓
太
く

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
用
の
た
こ
作
り
は
、
毎
年
十
二
月
の
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新
教
育
長
に
柿
内
康
雄
氏

」′

昨
年
十
二
月
三
十
一
日
で
任
期
満
了
と
な
っ

た
竹
井
勝
志
前
教
育
長
の
後
任
に
、
柿
内
康
雄

氏
（
0
0
歳
）
が
一
月
一
日
付
け
で
任
命
さ
れ
ま

した。【
主
な
履
歴
】

▽
昭
和
四
十
三
年
三
月
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
卒

▽
昭
和
四
十
三
年
四
月
～
輝
北
町
立
百
引
小
学
校

教
諭
・
祁
答
院
町
立
大
村
小
学
校
教
諭
・
川
内
市

立
平
佐
束
小
学
校
教
諭
　
▽
昭
和
六
十
一
年
四
月

～
中
種
子
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
・
鹿
児

島
市
立
南
小
学
校
教
頭
・
県
教
育
庁
教
職
員
課
主

幹
　
▽
平
成
七
年
四
月
～
出
水
市
立
出
水
小
学
校

校
長
・
大
島
教
育
事
務
局
管
理
課
長
・
肝
属
教
育

事
務
所
所
長
・
鹿
児
島
市
立
田
上
小
学
校
校
長

（
平
成
十
六
年
三
月
退
職
）

退
任
の
あ
い
さ
つ

前
教
育
長
　
竹
　
井
　
勝
　
志

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
お
揃
い
で
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
昨
年
十
二
月
三
十
一
日
、
任
期
満
了
に
よ
り
加
治
木
町
教
育
委
員
会
教
育
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
二
十
一

世
紀
の
幕
明
け
の
二
〇
〇
一
年
元
旦
か
ら
の
一
期
四
年
間
、
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
ま
し
た
が
、
加
治
木
の
人
に
惚
れ
、
土
地
に

惚
れ
、
仕
事
に
惚
れ
て
教
育
の
充
実
振
興
に
誠
意
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
様
の
御

指
導
・
御
支
援
と
御
厚
情
の
賜
と
心
か
ら
感
謝
し
、
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

短
い
期
間
で
し
た
が
、
本
町
の
教
育
課
題
、
時
代
の
要
請
、
教
育
改
革
期
の
中
で
、
で
き
る
だ
け
迅
速
に
職
務
を
推
進
し
た
つ

も
り
で
い
ま
す
。
学
校
教
育
で
は
、
幼
・
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
基
礎
・
基
本
の
定
着
と
学
力
の
向
上
、
教
職
員
の
資
質
向
上
、

生
徒
指
導
の
充
実
、
開
か
れ
た
学
校
を
日
ざ
し
県
内
第
一
号
と
な
っ
た
町
内
一
斉
幼
・
小
・
中
学
校
参
観
週
間
（
教
育
週
間
）
や

終
業
式
日
・
始
業
式
日
の
学
校
給
食
実
施
、
学
校
評
議
員
制
度
、
ま
た
郷
土
の
人
財
活
用
に
よ
る
太
鼓
踊
り
や
食
農
体
験
学
習
、

特
認
校
制
度
な
ど
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

図
書
室
の
空
調
設
備
や
全
教
室
の
扇
風
機
設
置
、
中
学
校
教
室
改
修
、
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
設
置
、
渡
り
廊
下
設
置
、
木
造

外
便
所
設
置
、
運
動
場
や
プ
ー
ル
の
改
修
等
、
教
育
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
園
舎
、
校
舎
の
耐
震
・
耐
力
度
調
査
が
実
施
で

き
た
の
も
特
記
す
べ
き
こ
と
で
す
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
建
物
や
厨
房
機
器
の
大
改
修
と
県
費
の
学
校
栄
養
職
員
の
増
員
を

は
か
り
、
二
人
体
制
に
よ
る
地
産
地
消
・
栄
養
教
室
・
試
食
会
等
も
加
え
て
学
校
給
食
が
向
上
の
一
途
に
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
公
民
館
活
動
・
子
ど
も
会
活
動
・
か
じ
の
木
大
学
・
文
化
協
会
の
活
動
が
質
量
共
に
充
実
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
青
少
年
町
民
会
議
の
創
設
と
活
力
は
特
記
し
、
今
後
の
充
実
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
実
施
を
は
じ
め
た
文
化
財

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
郷
土
館
、
椋
鳩
十
文
学
記
念
館
の
特
別
展
も
有
意
義
で
す
。
竜
門
陶
芸
健
康
の
里
の
オ
ー
プ
ン
は
、
産
業
育

成
・
体
験
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ッ
カ
と
な
り
ま
し
た
。

町
立
図
書
館
の
電
算
化
も
一
大
事
業
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
初
の
開
設
、
県
民
体
育
大
会
の
姶
良
地
区
総
合
優
勝
、
地
区
市

町
対
抗
駅
伝
大
会
で
初
の
第
二
位
・
B
ク
ラ
ス
優
勝
、
中
学
校
部
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
躍
と
共
に
感
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
英
語
暗
唱
大
会
、
小
学
校
英
語
活
動
、
少
年
の
主
張
大
会
、
体
験
活
動
を
促
す
加
治
木
っ
子
手
帳
、
全
校
に
お
や
じ

の
会
結
成
、
一
家
庭
一
家
訓
運
動
、
子
育
て
支
援
と
し
て
の
子
育
て
講
座
や
子
ど
も
居
場
所
づ
く
り
、
あ
い
さ
つ
運
動
も
ス
タ
ー

ト
し
軌
道
に
乗
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
主
旨
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
積
極
的
に
実
践
活
動
を
し
て
く
だ
き
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「
教
育
と
文
化
の
ま
ち
」
は
、
具
体
的
実
践
に
よ
り
本
物
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
次
の
世
代
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
体
得
す
る

こ
と
が
で
き
た
四
年
間
で
し
た
。
幾
重
に
も
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
今
後
は
皆
様
と
の
出
会
い
と
絆
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
一
生
涯
学
習
徒
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
末
記
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
御
健

康
と
御
多
幸
そ
し
て
今
後
の
御
交
誼
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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－
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平
成
1
7
年
4
月
1
日
か
ら
、
隼
人

町
松
永
（
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー

隣
）
　
の
新
庁
舎
に
姶
良
保
健
所
と
姶

良
福
祉
事
務
所
が
開
所
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
加
治
木
保
健
所
及

び
隼
人
保
健
所
は
3
月
3
1
日
限
り
で

廃
止
と
な
り
、
加
治
木
合
同
庁
舎
内

に
あ
っ
た
姶
良
福
祉
事
務
所
も
新
庁

舎
へ
移
転
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
姶
良
福
祉
事
務
所

皿
（
6
3
）
　
2
0
9
9

・
加
治
木
保
健
所

雌
（
6
2
）
　
2
4
1
8

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
h
幕
p
‥
＼
＼
w
w
w
．
n
〔
a
．
g
O
．
j
p
）
　
の

「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
申
告
書
な
ど
の
作
成
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ

い
。
※
　
（
注
）
個
人
事
業
者
の
方
の

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
と
納
付
の
期
限
は
、
3
月
3
1
日

（木）　です。

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
税
務
署

皿
　
（
6
2
）
　
2
1
6
1

し
ょ
う
。

○
車
を
離
れ
る
と
き
な
ど
に
は
、
ア

イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
！
し
ま

し
ょ
う
。

○
出
か
け
る
と
き
は
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
環
境
政
策
課

Ⅲ
0
9
9
（
2
8
6
）
　
2
5
8
6

国

語

∵－∵っ

轟
襲
醒
圃
聞

平
成
1
6
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
2
月
1
6
日
（
水
）
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
申
告
と
納
付
の
期
限
は
、
ど

ち
ら
も
3
月
1
5
日
（
火
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

寒
い
冬
、
快
適
さ
を
求
め
る
あ
ま

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
に
使
い
す
ぎ

て
い
ま
せ
ん
か
。
2
月
は
、
「
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
で
す
。
地
球
温
暖

化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

の
省
エ
ネ
の
実
践
が
大
切
で
す
。

○
暖
房
時
の
室
温
は
2
0
℃
を
超
え
な

い
よ
う
に
こ
ま
め
に
調
節
し
ま

し
ょ
、
つ
！

○
暖
房
器
具
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

○
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
こ
た
つ
な
ど

の
温
度
調
節
は
こ
ま
め
に
行
い
ま

県
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

を
推
進
し
、
よ
り
安
心
で
き
る
農
産

物
を
生
産
す
る
た
め
、
2
月
を
「
土

づ
く
り
推
進
月
間
」
に
定
め
て
い
ま

す
。
農
家
の
皆
さ
ん
、
次
の
事
項
に

留
意
し
て
、
健
全
な
土
づ
く
り
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

○
良
質
堆
肥
の
生
産
と
利
用
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

○
地
域
の
土
壌
条
件
に
応
じ
た
土
壌

土
層
改
良
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
施
肥
基
準
や
土
壌
診
断
に
基
づ
く

適
正
な
施
肥
を
行
い
、
過
剰
な
肥

料
の
施
用
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
食
の
安
全
推
進
課

Ⅲ
0
9
9
（
2
8
6
）
　
2
8
9
1

税
の
滞
納
に
つ
い
て
、
法
律
で
は

「
督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
起
算
し

て
十
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納

し
な
い
と
き
は
財
産
を
差
し
押
さ
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
単
な
る
納
め

忘
れ
や
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
納
付

で
き
な
か
っ
た
場
合
も
あ
る
こ
と
を

考
慮
し
、
催
告
書
を
送
付
す
る
な
ど

し
て
、
な
る
べ
く
早
く
税
金
を
納
め

て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
な
お
滞
納
が
繰
り
返
さ

れ
る
と
き
は
、
期
限
内
に
全
額
納
め

た
納
税
者
と
の
公
平
を
保
つ
た
め
、

滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
、
そ

の
差
押
財
産
を
換
価
し
て
、
未
納
の

税
金
に
充
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
滞
納
処
分
と
い
い
ま
す
。

町
税
の
滞
納
に
は
処
分
が
課
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
納
税
に
心
か
け
て
く
だ
さ
い

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課
納
税
推
進
係

皿
（
堅
　
2
1
1
1
内
線
1
0
3

議
会
報
答

平
成
十
六
年

第
四
回
定
例
会

十
二
月
定
例
議
会
は
、
十
二
月
八

日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
十
三
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
加
治
木
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
制
定

の
件
」
な
ど
、
条
例
制
定
関
連
五
件

を
原
案
可
決
。
平
成
十
六
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
三
千
六
百
万
四
千
円

を
追
加
し
、
総
額
は
八
十
一
億
九
千

百
八
十
七
万
八
千
円
に
。
ま
た
、
国

民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
の
特
別
会

計
の
補
正
予
算
、
固
定
資
産
評
価
貝

の
選
任
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
る
件

な
ど
、
議
案
十
七
件
、
諮
問
一
件
、

請
願
一
件
、
陳
情
一
件
、
発
議
二
件

を
審
議
可
決
し
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

三
千
六
百
万
四
千
円
を
追
加
し
、

総
額
八
十
一
億
九
千
百
八
十
七
万
八

千
円

◆
補
正
予
算
の
主
な
も
の

▽
黒
川
岬
海
浜
公
園
用
地
等
の
公
有

財
産
購
入
費

五
千
二
百
七
万
五
千
円

▽
春
日
・
黒
川
住
宅
の
外
構
工
事
の

設
計
委
託
料

八
百
万
円

▽
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

二
千
百
万
円
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図四日霊園
ジェンダーからの解放は
男女共通のテーマです。

男女共同参画

DV醗蝿のために 圏
食糧に銅する

暴力掘把のためのシンボルマーク

「配偶 �者 � �力防止 �法 �」輔 �新 �しくなり �ま �し �た。’ 
DV（配偶者からの暴力）は犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害です。たとえ家庭内の問題であってもそ

の行為は許されません。暴力に悩む被害者たちのために、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する

法律」（配偶者暴力防止法・DV防止法）が平成16年12月に改正されました。

「配偶害からの暴力」の定義が拡大されました。

配偶者には、結婚の届けをしていないいわゆる「事実婚」を含み、男性・女性を問いません。

‥……………………………………………t

i離婚後も引き続き暴力を受ける場合も含まれまi

iす。　　　　　　　　　　　i
i………………………………………J嵩坤■■

保護命令制度が拡充されました。
′……………………………………………●t

i保護命令（接近禁止命令・退去命令）の対象者i

iに子どもや元妻も含まれます。　　　；
！………………………………………」芋坤｛■

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

：加害者の退去命令期間が2週間から2か月に拡i

i大されました。　　　　　　　　；
！．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．」霊神｛■

………………………………………………t

i身体的暴力だけでなく心身に有害な影響を及ぼすi
i精神的・性的暴力も含まれます。なお、保護命令i

iの規定等は身体的暴力のみが対象です。　；
！………………………………………ぷ：柑■

♪……………………………………………●t

i被害者と同居する未成年の子どもへの接近禁止令i

i令も可能になりました。　　　　　；
：………………………………………ぷ帥｛■

〆……………………………………………●ヽ
：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

：すでに退去命令が出ている場合でも、再度の退去i

i命令の申立ても可能になりました。　　i
i………………………………………J詰れ｛■

※　DVを発見した場合、誰でも配偶者暴力支援センター（099－222－1467）か警察に通報するように規定され

ました。また医療関係者の通報は守秘義務違反にあたりません。

※　DVが起こる背景には「女性は男性に従うもの」という女性に対する優位意識や所有意識、「男は仕事、女

は家事・育児」といった性別役割分業意識があると言われています。また、男性に比べ女性の経済的格差があ

ることや、夫婦間の暴力は容認するような社会的風潮があることもDV問題の解決を困難にしています。この

ように、DVは個人だけの問題ではなく社会全体の構造的な問題であり、その防止のために私たち一人ひとり

がDVに対する正しい認識を持つことが求められています。

夫婦や家族でも人権を尊重した平等な人間関係をつくりましょう。

※男女共同参画相談室でもDV相談に応じます。　鹿児島県男女共同参画センター（旧県庁跡）

電話・面接・法律・心と体の健康相談　相談専用電話：099－221－6630／6631（休みは月曜、月曜が祝日の時は翌火曜）



「ぉ知らせ」が電話で開けます。鍾醗騒轢駿
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日本人と英語

Hieveryone川ow，sitgoing？！このひと月で鹿児島もすい／！ん寒くなりましたね。鹿児島は台湾と近いので冬

はあまり寒くないと思っていましたが零度になることもあると知ってびっくりしました。私は毎日自転車で通

勤していますが寒さの中で自転車に乗るのは幸いです○夏の頃、私は冬が来てほしいと言いましたが今は早

く暖かい季節になって欲しいです。人間って満足することは難しいですよね。

1月は忙しい一箇月でした。1月26日に「Betty

の語らナイト」第一学期が修了しました。最後の卒

業発表は、生徒達がこの五箇月で習った英会話を実

i勘こ使ってみることでした。みんな頑張ってすごく

上手に会話ができたので、とても嬉しかったです。

かじの木大学の英会話教室も1月25日が最後の授業

でした。かじの木大学講座は閉講式でまとめて卒業

発表をするのですが、私の英会話クラスはカナダ国

歌を発表することになりました。クラスの皆さんは

少ない練習時間でメロディーを良く覚え、歌も上手

になりました。皆さん、お疲れ様でした！！これから

も英語の勉強を忘れないでね！

英会話以外では、わくわく加治木っ子まつりで国

際交流コーナーを開きました。チャイナドレスを試

着したり、中国のお茶を試したり、フェイスペイン

ティングなどを楽しみました。チャイナドレスの記

念写真も持ち帰り、子供たちも喜んでくれたことで

しょう。

さて、加治木町に来て半年が過ぎましたが、国際

交流員として一番多い仕事はやはり英語を教えるこ

とです。日本では英語教育を重視していますが、

「英語って怖い」とか「聞いても分からない」と

思っている人が多いそうです。日本人は中学生の時

から大学を卒業するまで英語を勉強しているのに、

どうして英語の発音と聞き取りが苦手なのでしょ

う？原因は三つあると思います。
一つ日は、日本の英語の教え方だと思います。試

験で試せるような文法、単語、読むことの学習が中

心でリスニングや話す時間が少ないようです。私が

第3回国擦料珪教室 
「洋風料理5品且」 

日時：2月26日（土）午後2時一午後6時 ：三三三∴∴ 

2月18日（金）までに役場企画課へ ℡62－2111内線361 

バンクーバーの中学校で日本語を習った時、書くテ

ストはもちろんのこと、会話テストもありました。

読むことと同時に話すことも大事にしたはうがいい

と思います。

二つ日は、留学や移民することがあまりないとい

うことです。香港、台湾、中国は、この20年間に英

語系の国に移民する人々が増えました。大部分の人

達はカナダなどに移民し、大学を卒業したらまだ故

郷に帰って仕事をします。だから最近台湾では英語

が上手な人も増え、英語講師の英語力も上がってき

ました。日本の場合は二つの国籍を持てないから移

民することはあまりありません。英語を習いに海外
へ行く人も長く住まないので、本場の英語を自分の

ものにするのは難しいでしょう。

最後は一番重要なポイント。それは外来語のこと

です。日本にはいっぱい外来語がありますが、それ

は全部カタカナで表記されています。色々な英語の

言葉がカタカナに変換されているので、みなさんも

英語を習う時に頭の中で英語をカタカナに変換して

いるのではないでしょうか。それはとんでもないこ

とだと思います。日本人はカタカナに頼って英語を

発音しようとしているけど、英語には日本語にない

発音がいっぱいあるので、カタカナ読みでは正確な

発音ができません。

英語が上達するために一つの助言があります。そ

れは英語を習う時に耳で発音を良く聞くことです。

カタカナで覚えるのではなく、『耳』で覚えてくだ

さい。そして話す機会を作って、いっぱい練習して

いきましょう。頑張ってください！

べ「子イの誇らずイト 
「夜の英会話と国際交流教室」 

日　時：3月2円（水）一7月13日（水） 

毎週水曜日の午後7時～午後9時 

場　所：福祉センター 

参加費：500円 

申込方法 
2月18日（金）までに役場企画課へ 

℡62－2111　内線361 
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cececececccccccececetecececcccccGeecececececcceceGececececcccccceccccGeGcGeGecececcccceCをSececeく4ccGeGed 障子教育委員会だよl瑞 

あ　ー置（〕j 蔦∴∴∴ブ 捗軽妙函盤鴇埴啓神勅拘軽 �家庭教育第6葦　　ひとの命の大切さを幼児のうちから教えよう �あ 　4 絡 　み 。G。さま 

4　4cccecececececeGececcccで4ccでeceGeGecccece　ccecccececeGeGece　ecccece 

新春に思う
言葉遣いについて

学校教育課長　金欠三男

最近のスピード化の時代からか、言葉があまりにも省略されすぎて

います。友達同士や気心の知れている人同士でもあればよいのですが、

ビジネスの場では意味が不明になったり、通じにくくなったりする省

略した言葉は、危険でしかも失礼である場合が多いのです。

例えば、「いつごろまでに用意してくれますか」の質問に対して、

「明日の夕方までには」などと答える人がいますが、それは不正確で、

誠憲ある言葉遣いとはいえません。「明日の夕方までにはお届けしま

新しい教育委員会委員の構成 

教育委員長　　小川　正幸 

教育委員　　　西　　尚美 

教育委員　　　安浦　良明 

教育委員　　　玉江　嘉三 

教育委員（教育長）柿内康雄 

す」と最後まではっきりと答えることが大切です。また、文末に「とか」「という感じ」などを連発する

のも、最近の傾向でありますが、悪い癖です。

正しい言葉であっても、相手次第で失礼になることもあります。同業種以外の人と話をしているときに、

専門用語を交えるのは禁物です。それは、自己中心的な物の考え方の現われだと思います。

相手の感じ方を無視した不用意な言葉遣いは、必ず相手を傷つけたり不快にさせたりします。「言葉遣

いは心遣い」お互いに細心の注意を払いたいものです。

尋需品／　　航　‾冒lr ��� 

！審 ���“議題 

∴繋怒鶉灘 �子 ∴：ヽ �｝‘ －縫 �溜ii ヽ｝÷〃 教子 i亡く 一旬 

ヽli 言」i汁－∵ ��� 

二三二三三二瑛二詰潤腿搬鵬軸暖騒麗能義 �� �（1、－1 

＿i≒三三「誓茎〝、 ‾ヽ∴： 

生誕100年を迎えた椋鳩十を記念し、本年度は

数々の記念祭が開催されました。

匿度末における学校の施設改善のお知らせ！

教育委員会総務課では、学校の体育館をリニュー

アルして、子どもたちの体育学習はもとより、地域

の人々の社会体育活動にも資するようにします。今

回は、永原小、錦江小、加治木中の3校の体育館が

対象です。それぞれが老朽化していますので、外装

を中心に改修します。

また、長年の懸案であった柁城小学校の低学年用

プールの新設、加治木中プールの改修工事も行い、

来年度に備えることにしています。子どもたちの体

力向上を設備面から支援していくための施策です。

学園紹介　　生き生きキラキラ輝く錦江の子をめざして　錦江小学校 
こミミ 

」＿＿＿⊥＿T‾ll ∴三三三三三：三－∵∵「∴∴∴∴三∴∴∴ り」「教材園での野菜づくり」など体験を通した活動を‾‾ ���　i 　I l 

諜報 �鵬諮灘翻 �111 I 

進めています。　　　　　　　　　　　　　　　三・一・二㌔　　－ ���整数覇・懸雷 結露滋 
また、飼育委員会の子どもたちが、毎日一生懸命生き物早雲二二＿高 の世話をしてくれるからでしょうか。うさぎやにわとりが　一1日 

I」 

次々に誕生しています。現在、うさぎ20羽、にわとり10羽 が広い飼育舎の中で楽しく過ごしています。うさぎが欲し い方は、錦江小学校まで御連絡ください。 �【 ’寵 l �＼ iF‾／1°i 



「お知らせ」が電話で開けます。十三　　i二十日
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1 　　還 　、一、…：暦 iを 　　率 　　ス＿ 　日　計 ‥蓋籠讃詫円でL喜語群籍莞鰭募 �：i ∴郷： 土： 二館〉 闇 コ： 鳩 将 」i 

語年思歳十てどち錫刷和ミお幣基臨てイ房残み年館古 そ弼特需症特売吉舎発言彊能詣巽韓蔑譲合い 羅講熊韓経緯○萱墾縄馨 灘鷺瀧羅彊謙羅』 話あい十のわかちた銭といア満のれ年示・の弾し二郷 でると五七れ’こ〇、印昭ルの貨ににしコ暖のて十王 

番を呼ぶ初市 
3月2日（水）・3日（木） 

8：00－17：00

蒲生田通り・端山道リ

ノ

薄　日「裏芸定理 �li・一＿　＿L �　　÷レ‾」 ’呈呈出 

撃翳．醒‾耳 �i �断 � �」茸 ） ：： 
←　1－、、，－∴－∴　し � 

高 二汁憎 さ＿＼、一一一一一 � �東と「去　　一二年 

庫
ん
ぱ
っ
で

い
ま
す

わ
く
わ
く
加
治
木
っ
子
ま
つ
り

加
治
木
町
子
と
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
事
務
局

青
少
年
育
成
国
民
運
動
実
践
調
査

研
究
事
業
の
一
環
と
し
て
、
一
月
一
一

十
三
日
、
加
音
ホ
ー
ル
で
「
わ
く
わ

く
加
治
木
っ
子
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
青
少
年
育
成
町
民
会
議

の
活
動
状
況
を
発
表
し
、
今
後
の
取

組
を
話
し
合
う
こ
と
で
地
域
の
活
性

化
を
図
り
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

い
ろ
い
ろ
な
体
験
活
動
を
通
し
て
地

域
の
よ
さ
を
発
見
し
、
未
来
に
夢
を

持
っ
て
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
人
づ

く
り
が
目
的
で
す
。

午
前
中
は
大
ホ
ー
ル
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
報
告
会
を
行
い
ま
し

た
。
小
・
中
学
生
と
保
護
者
代
表
、

一
般
代
表
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
も
と
に
し
た
、
加
治
木
町
の
よ

さ
や
課
題
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
「
子
ど
も
ま
つ
り
」

で
は
、
十
六
の
体
験
ブ
ー
ス
が
準
備

さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
満
員
で
、

子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
体
験

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
親
子
で
参
加

さ
れ
る
方
も
多
く
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
せ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
加
治
木
っ
子
ま
つ
り
は

今
回
が
初
め
て
で
し
た
が
、
加
治
木

町
に
は
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し

た
こ
の
よ
う
な
参
加
型
の
催
し
が
少

な
い
の
で
、
今
後
も
続
け
て
い
け
た

ら
と
思
う
こ
と
で
し
た
。
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第9章「つけてみよう！！

環境家計簿」－最終章－

環境家計簿の歴史

環境家計簿の取組は、1980年に大阪大学の

研究グループにより「新しい家計簿」という名

称で提唱されたのが始めとされます。

この提案を実際に取り入れて実用化を図った

のは、滋賀県大津生協の有志グループであ（ら

琵琶湖の汚染に焦点を置いて1981年に「暮ら

しの点検表」を作成したのか最初の環境家計簿

とされてしヽます。

その後各地の自治体や生協などの団体がこの

趣旨を取り入れ様々な環境家計簿を作成してき

ました。1996年には環境庁も地球温暖化をp方

くことを目的にした環境家計簿を作成し、同時

に環境家計簿の普及を目的とする「環境家計簿

運動推進全国大会」を開催しました。

また、環境家計簿を作成してしヽる団体の連携を目的に、各団体が自主的に集まiら環境家計

ネットワークを発足させたこともあIら　全国的な環境家計簿運動として広がりつつあります。

環境家計簿とは

消費者一人ひとりが自らの日常生活と環境とがどのように係わっているのかを知り、自分の

生活にともなって生じる環境への負荷を減らし、環境にやさしいライフスタイルを実行してい

くための道具です。

日々の生活におしヽて環境に負荷を与える行動や、反対に環境によし、影響を与える行動を記録

し、必要に応じて点数化した（ら　収支決算の様に一定期間の集計を行ったりするものです。



「お知らせ」が電話で開けます。

●　電気、ガス、水道につし、ては、1か月分をメーターもしくは請求書で調べましょう。

●　アルミ缶、スチール缶、ペットボトル、ガラス瓶、紙パック、食品トレイはリサイ

クルに出さず（こ捨ててしまったものを数えて使用量の欄に記入してください。

●　排出係数に使用量を掛け算して、排出量欄に記入してください。この合計が御家庭

から出されてしヽる二酸化炭素の量です。

●　二酸化炭素の排出量を10％減らすことをめざして、3か月間チャレンジしてみま
しょう。

●　金額の欄には、その日の使用量に該当する金額を記入してくださし、。多くの場合、

電気・ガス・水道は翌月に請求書が来ます。排出量が成ると金額も減っているはずで
す。

★損壊家計
※　排出量は、C02排出係数に使用量を掛け算して、算出します。

項　　目 �二酸化炭素 排出係数 �1　か　月　日 ���2　か　月　日 ���3　か　月　日 
使用量 �排出量的〉ii �金額（円） �使用量 �排出量的） �金額（円） �使用量 �排出量的） �金額（円） 

電気（kWh） �0．379 �メーター0 �0（kg） �0円 �メーター0 �0（kg） �0円 �メーター0 �0（kg） �0円 

都市ガス（m2） �2．1 �メーター0 �0（kg） �0円 �メーター0 �0（kg） �0円 �メーター0 �0（kg） �0円 

LPガス（m2） �6．3 �メーター0 �0（kg） �0円 �メーター0 �0（kg） �0円 �メーター0 �0（kg） �0円 

水道（m2） �0．58 �メーター0 �0（kg） �0円 �メーター0 �0（kg） �0円 �メーター0 �0（kg）　　0円 

灯油（リットル） �2．5 �0 �0（kg） �0円 �0 �0（kg） �0円 �0　0（kg） ��0円 

ガリノン（リットル） �2．3 �0 �0（kg） �0円 �0 �0（kg） �0円　　　　0 ��0（kg） �0円 

アルミ缶（本） �0．17 �0 �0（kg） � �0 �0（kg） � �0 �0（kg） � 

スチール缶（本） �0．04 �0 �0（kg） ��0 �0（kg） ��0 �0（kg） 

ペットボトル（本） �0．07 �0 �0（kg） ��0 �0（kg） ��0 �0（kg） 

ガラスビン（本）　0．11 ��0 �0（kg） ��0 �0（kg） ��0 �0（kg） 

牛乳パック（本） �0．16 �0 �0（kg） ��0 �0（kg） ��0 �0（kg） 

食品トレイ（本） �0．008 �0 �0（kg） ��0 �0（kg） ��0 �0（kg） 

ごみ（kg） �0．84 �0 �0（kg） ��0 �0（kg） ��0 �0（kg） 

合　　　　計 ��0 �0（kg） �a　O円 �0 �0（kg） �b　o円 �0 �0（kg） �C　o円 

1か月の家計節約額（円） ��b‾a　　　O円C‾b　　　o円 i ����年間節約見込額 ���（C十日〉く6　　0円 

［出典］環境省 

二酸化炭素排出係数とは、単位量当ナニワの化石燃料等を燃焼しTこときに排出される二酸化炭素の量で

す　一般的には、単位熱量あたりに発生する二酸化炭素の童で示します。二酸化炭素排出係数は、国や

地方公共団体の地球温暖化対策を推進させるため（こ、毎年算出され、政令により公布されています0

今回、電気　kWh　には、2001年度実需封直　電気事業における環境行動計画2002年9月20日電気

事業連合会＿）より抜粋、それ以外（こぼ1999年度値i環境庁版環境家計簿の排出係数について」よ

り抜粋　を用いています。

∴加治木町ホームページの広報かじき2005年2月号から、キクヒルのファイルをダ � 

ウンロードして、環境にやさしし、ライフスタイルの実践は舌用してくださし、。 
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「お知らせ」が電話で開けます。ii鼠三重三豊吐

15－

2別ま荒課醒謹潔諾ゆ納期です
納卿艮（2月28日）までに納めましょう。納税は手軽で便利な口座振替で！

手続tま、預金口座をお持ちの銀行や農協等で蘭学にできますo

問い合わせ先　役場税務課　℡62－2111（内線102－104）

2月・3月　医療機関在宅医衰 

月　日 ��医　療　機　関 �電　話 �医療機関（小児科） �電　話 �医療機関（眼科） �電話 66－3080 65－3986 

2 月l �13（日） �さんのう内科 �63－3000 �かわの小児科 �42－8866 �青雲病院眼科 
20（日） �松本外科胃腸科 �63－1911 �いかI）こともナノニック �48－5858 �田中眼科医院 

27（日） �壱　岐　内　科 �62－2222 �わ、わ　の　ノ」ヽ　児　春斗 �42－8866 �渡辺眼科クリニック �45－6888 伊　地　知　医　p完 �52－0027 

3 月 �6（日） �すごやかクリニック �62－0308 �すごやかクリニック �62－0308 �いちち眼科 神村眼科 �47－3618 13（日） �港町クリニック �63－9791 �たちくら小児科 �47－1211 ��64－5556 

20（日） �佐　藤　医　院 �59－2607 �力、わ　の　′」ヽ　児　番斗 �42－8866 �隼人福島眼科 �64－2940 佐　　藤　　医　　p完 �59－2607 

21（月） �川　畑　内　科 �63－1499 �きたはらこともクリニック �64－0677 �西　眼　科　医　院 �62－2526 川　　畑　　内　　科 �63－1499 

27（日） �壱　岐　医　院 �59－2019 �いかりこともクリニック �48－5858 �椎原眼科医院 �43－1050 

診療時間 ��午前9時～午後5時 ��午前9時～午後5時 ��午前9時～午後1時 
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▼
1
月
1
5
日
ま
で
に
住
民
台
帳
に
記

載
さ
れ
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た。

香
典
返
し
の
代
わ
り
に
御
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の

御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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▼
1
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で
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掲
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。

韻
語
園
田
詞
畦

先
月
の
広
報
か
じ
き
1
月
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

●
5
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誤
）
伊
東
市
　
（
正
）
伊
東
氏
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予言∴∴∴二二i意馨十・十 �・三1：霊一貫， 　主意 

中野分団に新しく積載車がお目見え

鞋謹 � 
I 

1 ㌧．詑翻臥i′． （ �酪連宣　一意 ・ヽ∴∴ 亀（　蓄 

1 l 認灘－‘ 

クリスマスパーティーで集まった寄附金を町長
へ手渡すラウンドダンスたんばほの代表者

〟．〟▲〟．．▲▲▲．〟．．．〟．〟．．〟．㍉「高 ���ク′‾ 
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役場と福祉センターに門松を贈った手をつなぐ
育成会のメンバー

長年の統計調査活動に功績があった
徳文治さんへ県統計協会から表彰状
が贈られた
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i霞三寒讃／．騒町言霊 

全国訪問おはなし隊の移動キャラバンカーが
椋鳩十文学記念館にやってきた
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漁協の朝市で栄養だっぷijの浜銅が

振る舞われた
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